
安城市監査公表第１３号 

 

 

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１９９条第１５項の規定に基づき安城

市教育長から措置を講じた旨の通知があったので、同項の規定により次のように公

表する。 

 

 

令和３年４月２８日 

 

 

安城市監査委員 中 村 誠 一 

 

 

安城市監査委員 辻 山 秀 文 

                   



１ 令和３年安城市監査公表第４号（公表日令和３年２月１８日）関係分 

２ 措置の状況 スポーツ課（令和３年３月３０日現在の措置状況） 

特に措置を講ずる必要があると認める事項 

会計年度任用職員関係 

会計年度任用職員報酬支払業務において、前回と同様に休暇等届出簿と報酬等

内訳書に不整合が見受けられたため、チェック体制を強化し、再発防止に努めら

れたい。 

措   置   状   況 

会計年度任用職員報酬支払業務については、前回指摘を受けたにもかかわらず、

チェック体制がとれていなかったことに対して、同じミスが無いよう、以下のよ

うに対応していくことを２月２４日の係内会議において職員に確認した。 

まず、賃金の入力については本人が必ず出勤簿、休暇等届出簿、時間外勤務命

令簿兼報告書の３点と自身のＩＰＫスケジュールとを突合し、報酬等内訳書を作

成する。次に差引担当者が、人数分帳票の内容確認作業を行う。次に差引担当者

の上席者も同じ作業をする。（２名以上でのチェック体制） 

１月分報酬支払業務について上記体制で作業を行い、今後についても本人、差

引担当者、上席者での確認作業を必ず行うことで再発防止に努める。なお、報酬

支払事務の作業については、申し送り書を作成した。また、係内職員の週休日勤

務の振替簿についても来年度から同様に作成することを３月３０日の係内会議で

周知、確認した。 

 

 


